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概略
光合成はC3，C4，およびCAMの３つ型に分けられる．しかし，自然

界にはＣ３とＣ４あるいはＣ３とＣＡＭの中間的な特徴を示す種や，環
境条件に応じてＣ３からＣ４へ，またはＣ３からCAMへ光合成を変換
する種がある．エレオカリスビビパラ（Eleocharis vivipara）はカヤツリ
グサ科の水陸両生植物で，水中ではＣ３型，陸上ではＣ４型の特徴を示
す．本種におけるC４関連遺伝子の発現は環境条件と生長調節物質で厳
密に制御され，同一個体でも水中-水面-水上で発現量が異なる．塩生植
物アイスプラント（Mesembryanthemum crystallinum L.）は，塩，乾燥，
強光，及び低温等の条件下で光合成型をC3型からCAM型へ変換する．
ＣＡＭへの変換は関連する遺伝子の発現量の増加とその昼夜変換による．
これらの種の光合成変換を制御する分子メカニズムやその生理生態学的
意義については不明な点が多い．セミナーでは我々のこれまでの取り組
みと最近の研究動向について紹介し，あわせて，Ｃ３植物にＣ４遺伝子
を導入して光合成能を改変する試みについて紹介したい．
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